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1．研究の背景 
子ども家庭福祉の領域には未だ検証及び研究が十分になされておらず，未然防止策も不
全な状況の領域が多く存在する．親の｢心中｣企図による子どもの死亡も例外ではなく，その
時代の社会の歪みが子育て家庭に集約され顕在化した悲劇といえるだろう．厚生労働省 
(2005) は児童虐待の防止等に関する法律(以下，児童虐待防止法)の 2004 年の改正をうけ，
全国の児童虐待による死亡事例等の分析ならび検証を開始した．第 8 次報告では「心中」に
よる死亡を，「心中による虐待死」と呼称を変更し虐待死に位置づけた (厚生労働省 2012) ．
その数は子ども虐待死全体の約 4 割で推移し，多くは母親によって企図される．要因分析
を困難にしている背景に情報収集の難しさがあり，実態が捉えきれない状況が続いている． 
また，親が子どもを殺害した後に自殺を図る｢心中による虐待死｣という現象は，児童虐待防
止法で定義された虐待の 4 つの概念(身体的虐待・心理的虐待・性的虐待・ネグレクト)では
捉えにくく，現行の支援枠組みでは危機介入を逸する事態が生起しやすい構図がある． 
 
2．研究の目的 
本研究の目的は，「心中による虐待死」発生に至った家族の生活状況と母子をとりまく 
支援者側の状況を検討することによって，未然防止の方策を提案することにある．具体的に
は，事例研究では，まず，｢心中｣企図に至った｢家族の生活上の問題｣を検討し，家族危機形
成プロセスと「家族の関係性」の問題を明らかにする．次に，関係機関の関与状況を検討し，
母親を支援する機能について明らかにする．さらに，質問紙調査によって，支援者側の｢心
中による虐待死｣に関する認識を検討し，支援現場の実態を明らかにする．最後に，未然防
止策として，ファミリーソーシャルワーク(以下，FSW)の必要性と具現化についてのべる． 
 
3．研究方法 
事例研究の対象は，WEB 上で公開された自治体報告書の「心中による虐待死」11 事例中
子どもの殺害に母親が関与した 9 事例である．まず，｢家族の生活上の問題｣を二重 ABC-X
モデル(危機理論)及び三角関係モデル(ボーエン理論)を援用し分析した．次に，関係機関の
関与状況では，関与の全体像を二重 ABC-X モデルを援用し分析した．さらに，児童相談所
と福祉事務所を中心とした関与状況を，関わり・問題点・課題の 3 つの観点から分析した． 
一方で，質問紙調査の対象は，全国の保健所(495 か所)，全国の精神保健福祉センター(69 か
所)，A 市精神科医療機関(273 か所)，B 市精神科医療機関(29 か所)の計 866 か所である．
20 項目選択肢質問では量的分析を行い，自由記述１項目では質的内容分析を行った． 
 4．分析結果 
9 事例の家族の生活状況では，まず，母親が原家族で｢子の損傷｣の病理を抱え，現在の家
族生活で｢喪失体験｣から｢悲哀の病理｣に陥り家族機能を崩壊させた経緯が明らかになった．
また，｢心中による虐待死｣のパターンとして，葛藤巻き込み型・後追い型・見捨てられ不安
型の 3 類型が見出された．次に，関係機関は主に母親の精神保健上の問題に関与し，対応の
中心は精神科医療機関と母子保健担当部署であることが示された．加えて，児童相談所と福
祉事務所が子育て家庭の生活困難に対応しきれず，ソーシャルワーク(以下，SW)機能が発
揮されない実態が明らかになった．一方で，選択肢質問紙調査では，支援者が｢心中による
虐待死｣の背景に｢喪失体験があると認識している｣ことが示唆され，「喪失体験」に｢家族機
能の自己破壊感｣が関連することが見出された．自由記述からは，対象者のニーズに既存の
支援枠組みがかみ合わず，困難を抱えた母子が支援の隙間に抜け落ちる実態が示唆された．  
 
5．考察 
｢支援｣と｢介入(措置)｣がセットになった児童虐待防止対策の支援システムは，母親が自身
の苦しさを支援者に理解してもらえず，子どもとの生活を公権力の侵入によって脅かされ
るおそれを感じ接触そのものを回避するといった，偽解決の構図を生む可能性がある．｢心
中による虐待死｣の未然防止策は，家族機能へ介入する FSW の｢オルタナティヴな語り｣へ
の支援である．具体的には，FSW 専門職であるファミリーソーシャルワーカー(以下，
FSWer)が，家族の「自己破壊念慮」や「自己破壊既往歴」に注意を払いながら母親に寄り
添い，母親の｢成功体験｣を掘り起こし，｢人生の語りなおし｣を励ます支援である．FSWer
が多職種連携の要となり母子を地域生活者として支え，関係性のなかで未然防止を行う．ま
た，母親が望む｢子どもと一緒に暮らせる日常生活｣を維持するため，FSW では子育て家庭
の生活基盤を保障する経済的支援(貧困対策の SW を含む)と養育者の精神保健上の問題へ
の支援(医療を主としない)も行う．したがって，FSW の具現化には，子育て家庭の地域生
活を支える社会福祉・精神保健福祉・保育に関する知識が必須となる．さらに，それらを共
通基盤としたうえで，家族の全体像を捉える際の理論的枠組みに家族療法の家族システム
理論を活用し，実際の介入ではナラティヴ・アプローチの援助技術を用いて支援を行う．  
 
6．結論   
 ｢心中による虐待死｣を企図した母親の精神保健上の問題の背景にある｢家族の生活上の
問題｣として，｢子の損傷｣と｢喪失による悲哀の病理｣による母親の状態像を明らかにした．
また，｢心中による虐待死｣3 類型を見出した．一方で，調査対象 9 事例に対しインタビュー
協力者が 12 名と，データが量的に十分とはいえず汎用性の限界が考えられた．今後は，調
査対象を広げ未然防止策の一般化に向けチェックリストを作成する．さらに，｢心中による
虐待死｣を社会問題として捉え多様な角度から検討すると共に，現象の理論化を試みたい． 
